


         多用途 ダチョウ梵天FP-1 FP-2 の使い方 １

◎ 植物の人工授粉で使用する場合

★ダチョウ梵天の羽毛に、交配親和の品種もしくは雄花から花粉を付着採集付し、授粉を行います。

　注１．花粉採集品種と交配種の開花時期がずれる場合は、付着採集した羽毛を付属の花粉保存袋

　　　　　（FP-1のみ付属）に羽毛を入れて袋を密封保存し、授粉適期に取り出して作業して下さい。

　注２．花粉付き羽毛を保存する時は、１５゜Ｃ前後の日の当たらない冷暗所で保管して下さい。

★授粉用の純花粉（精製花粉）をお持ちの場合は、羽毛に花粉を付着させ授粉して下さい。

★授粉用の粗花粉（葯付き）をお持ちの場合は、羽毛に粗花粉を付着させ授粉して下さい。

　注１．粗花粉の場合は、羽毛に付着した葯を震動により落とし花粉のみの状態で用いる事で花粉

　の浪費を少なく抑える事が出来ます。葯には大量の花粉が付いているので、葯ごと使用してしまう

　と、花粉の消費が多くなります。）

１．羽毛の取付

★羽毛を、ポリ袋から取り出しヘヤードライヤーで防虫剤の臭気を取り除いて(授粉使用の場合)下さい。

★防虫剤の臭気を取り除いたら、羽毛のアルミコアをゴムカプラーに回しながら取り付けて下さい。

　　　　　　　注１．アルミコアとゴムはきつめになっていますので

　　　　　　　　　　羽毛を回しながら押し込んで下さい。

　　　　　　　注２．ストッパーまで入ると、羽毛は自在に回るよう

　　　　　　　　　　になっています。このため作業時にカタカタ

　　　　　　　　　　音がしますが、故障ではありません。

　　毛ばたき花子との連結（FP-1のみ連結可能））

★毛ばたき花子と連結して使用する場合は、ネジ部を手で回ししっかり締め付け連結して下さい。

　　　　　　　注１．ゆるいとボルト破損の原因となるので

　　　　　　　　　　手でしっかりしめて下さい。

　　　　　　　注２．プライヤーなどを用いるとアルミパイプが

　　　　　　　　　　変形する恐れがあるので手で締めて下さい。

　　　　　　　注３．FP-1で連結しないで使用する場合は、

　　　　　　　　　ボルトキャップを付けてご使用下さい。



    多用途 ダチョウ梵天FP-1 FP-2 の使い方 ２

◎ ホコリ取り毛ばたきで使用する場合

★パソコンのモニター画面やプリンターなどOA機器についたホコリをダチョウ梵天で取り去ります。

　注意：軽く拭き取るように、強く押し当てる過ぎると羽毛が折れる場合がありますので注意して下さい。

★車の操作パネルやナビ画面、パネルメーターのホコリ取りに最適です。

　注意：クルクル回しながら軽く拭き取るように、角や溝のホコリは毛先で払い落とすようにします。

２．羽毛の管理　掃除と洗い方

★ホコリ取りで使用の場合屋外、車外で羽毛を振り払いホコリを飛ばして下さい。

★汚れが酷く気になる時は、ぬるま湯もしくは水道水で洗い水切り後

　天日に干して乾かしてご使用下さい。

　直ぐに使う場合は、ヘヤードライヤーで十分乾かしてご使用下さい。

注意：洗剤で洗うと天然の油脂分が落ちて痛むので、湯または水道水だけで

　　　　洗って下さい。

★植物の授粉で使用し花の蜜で羽毛が固まった場合は、ぬるま湯で洗い

天日に干して乾かしてご使用下さい。湯が汚れたら取り替え繰り返し洗って下さい。

　直ぐに使う場合は、ヘヤードライヤーで十分乾かしてご使用下さい。

★植物の授粉のみに使用し保管する場合は、付属のポリ袋に防虫剤を入れ

　空気を抜いてチャックを閉じ箱に入れ、日の当たらない室内に保管して下さい。



【取扱上の注意事項】

１．アルミ先端部が、目、顔等人体にあたるとケガの恐れがあります。

　　幼児の取扱には十分ご注意下さい。

２．アルミ合金パイプは焼き入れが施してあり、通常の授粉作業では変形
　　しませんが、無理な力が加わった場合破損する恐れがあります。

　　取扱に注意して下さい。

３．毛ばたき花子と連結して使用する場合は、締め付けが緩いとアルミ

　　ボルトが損傷する恐れがありますので、手でしっかりと締め付け

　　て使用して下さい。（FP-1のみ）

４．羽毛は天然素材ダチョウ羽毛を使用しており消耗品です。
　　人工繊維と異なり、使用状況、保存管理により寿命が大きく異なります。

　　本書「羽毛の管理」を参照し正しく取り扱って下さい。

５．授粉で使用される場合、樹種により人工授粉適期が異なる場合があります。

　　雨天日、低温時の作業では、授粉不良となる場合があります。

　　指導機関、文献資料等により最も良い授粉作業を行って下さい。




